
新潟県の小児がん診療体制 

 

 

1. 第 4 期がん対策推進基本計画における小児がんへの言及 

分野別施策と個別目標 

① 患者本位のがん医療の実現 

小児がん対策 

• 「小児がん拠点病院と連携病院のネットワークの形成。集約化と均てん化を図る」 

② 尊厳を持って安心して暮らせる社会の構築 

ライフステージに応じたがん対策 

• 「乳幼児から思春期世代まで幅広いライフステージで発症し晩期合併症のため長期フ

ォローアップが必要とするまた年代により就学、就労、生殖機能等の状況が異なるた

め多様なニーズが有り、成人がんとは異なる対策が求められている。」 

 

関東甲信越地域小児がん医療提供体制協議会 

小児がん拠点病院 4 施設 

小児がん連携病院 42 施設 

• 新潟大学医歯学総合病院 類型 1-A 

• 新潟県立がんセンター新潟病院 類型 1-B 

 

2. 新潟県の小児がん診療体制 

診療実績 

① 初発患者数 

 2021 年 2020 年 2019 年 

新潟大学医歯学

総合病院 

造血器腫瘍 14 17 15 

固形腫瘍 38 34 36 

合計   52   51   51 

新潟県立がんセ

ンター新潟病院 

造血器腫瘍 8 12 8 

固形腫瘍 2 2 5 

合計   10   14   13 

新潟県全体 合計   62   65   64 

 

② 小児がん入院患者在院延べ日数（1 日あたりの必要病床数） 

 2021 年 2020 年 2019 年 

新潟県全体 10,391 (28 床) 9,939 (27 床) 12,293 (34 床) 

 

新潟県内で対応できない診療 

• 陽子線治療、卵巣組織凍結保存、施設限定で実施される企業治験/医師主導治験、 

遺伝子パネル検査で Actionable 変異を持つ腫瘍（小児を対象とした患者申出療養制度） 

 

 

資 料 ９ 



ライフステージに応じたがん対策 

• マクドナルドハウスの開設：非常に大きな家族支援となっている。 

• 新潟県小児がん患者・家族支援研修会：県小児医療提供体制機能強化事業補助 

金で開催している。 

• 小児がん経験者の長期フォローアップ外来：2022 年 4 月から両施設で同一医師により

本格的に開始。成人診療科との連携および移行期医療が課題。 

• 高校生への教育支援、小児緩和医療、就労支援にも取り組んでいる。 


